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7
月
22
日
、
東
京
土
建
は
都
心

部
連
携
協
議
会
（
以
下
、
協
議

会
）
の
行
動
と
し
て
本
部
、
文

京
、
台
東
、
新
宿
、
渋
谷
、
港
支

部
の
総
勢
18
人
で
、
春
日
・
後
楽

園
駅
前
地
区
再
開
発
現
場
（
北
街

区
・
清
水
建
設
、
南
街
区
・
大
成

建
設
）
に
お
い
て
宣
伝
を
行
な
い

ま
し
た
。

行
動
開
始
前
に
、
石
川
信
一
本

部
副
委
員
長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
現
場
で
は
声
を
上
げ
ら
れ

な
い
仲
間
、
困
っ
て
い
る
仲
間
は

ま
だ
ま
だ
い
る
。
8
月
2
日
に
予

定
す
る
建
設
工
事
従
事
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
」

と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
労
働
者

に
麦
茶
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な

が
ら
、
賃
金
や
現
場
内
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
聞
く
「
ず
ば
ッ
と
ア
ン
ケ

ー
ト
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

7
月
15
日
に
、
日
本
郵
政
ビ
ル

本
社
改
修
工
事
現
場
（
元
請
・
大

成
建
設
）
で
コ
ロ
ナ
感
染
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
と
い
う
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
大
成
建
設
が
元

請
の
南
街
区
か
ら
出
て
来
る
労
働

者
か
ら
は
、
「
消
毒
液
の
設
置
の

数
が
ふ
え
た
」
「
密
集
を
避
け
る

よ
う
に
指
示
が
強
ま
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

7
月
17
日
、
政
府
は
「
危
機
の
克
服
、

そ
し
て
新
し
い
未
来
へ
」
を
副
題
と
し
た

2
0
2
0
年
の
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
」
（
骨
太
方
針
）
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
顕
在
化
し
た
課
題

を
克
服
し
た
後
の
経
済
社

会
を
、
「
新
た
な
日
常
」

を
通
じ
た
質
の
高
い
経
済

社
会
と
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
新
た
な

日
常
」
の
実
現
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
と
デ
ジ
タ
ル
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
社
会
全
体
・
経
済

全
体
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
と
述
べ
て

い
ま
す
。

働
き
方
改
革
で
は
、
感
染
症
へ
の
対
応

と
し
て
広
ま
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
等
が
も
た

ら
し
た
、
新
た
な
働
き
方
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
の
流
れ
を

加
速
さ
せ
る
。
兼
業
・
副
業
の
促
進
、
育

児
や
介
護
な
ど
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
環

境
を
整
備
す
る
。
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
の
更

な
る
普
及
・
促
進
に
向
け
た
雇
用
ル
ー
ル

の
明
確
化
や
支
援
に
取
り
組
み
、
企
業
側

で
も
成
果
型
の
弾
力
的
な
労
働
時
間
管
理

や
処
遇
が
で
き
る
よ
う
、
裁
量
労
働
制
に

つ
い
て
検
討
を
行
な
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
は
職
務
や

勤
務
場
所
、
勤
務
時
間
が
限
定
さ
れ
た
働

き
方
を
選
択
で
き
る
雇
用
形
態
で
す
が
、

賃
金
を
低
く
抑
え
、
解
雇
を
容
易
に
す
る

こ
と
も
可
能
な
制
度
で
す
。
ま
た
裁
量
労

働
制
は
実
労
働
時
間
の
把
握
が
難
し
く
、

長
時
間
労
働
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

骨
太
方
針
で
の
働
き
方
改
革
で
は
生
産

性
向
上
に
向
け
た
好
循
環
を
つ
く
る
こ
と

が
目
標
で
あ
り
、
労
働
者
の
声
を
反
映
し

た
も
の
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
経
済
危
機
の
も
と
で
、
企
業
倒
産

や
リ
ス
ト
ラ
、
非
正
規
雇
用
化
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
安
定
し
た
雇
用
で
す
。
国
民
、
労
働
者

に
寄
り
添
っ
た
政
策
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

南街区（元請・大成建設）で宣伝とずばッとアンケート
を行なう仲間

【
本
部
・
書
記
・
中
村
徹
記
】

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会
は
7
月

17
日
、
代
々
木
の
全
理
連
ビ
ル
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
規
模
の

縮
小
、
開
催
時
間
の
短
縮
に
よ

る
、
第
60
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

菅
原
良
和
委
員
長
の
挨
拶
後
、

来
賓
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
全
建

総
連
勝
野
書
記
長
の
中
央
情
勢
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

宮
本
書
記
長
が
今
年
度
の
運
動

の
重
点
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
と
生
活
補
償
の
要

求
、
国
保
補
助
金
予
算
確
保
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
登

録
の
拡
充
、
ア
ス
ベ
ス
ト
最
高
裁

闘
争
勝
利
、
賃
金
単
価
の
引
き
上

げ
、
公
契
約
条
例
制
定
、
災
害
対

策
の
取
り
組
み
、
平
和
と
民
主
主

義
を
訴
え
、
す
べ
て
の
議
案
と
決

算
予
算
を
採
択
し
、
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
了
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
菅
原
良
和
（
建
設
ユ
ニ

オ
ン
）
、
副
委
員
長
・
月
居
利
久

（
東
京
建
設
）、
木
賀
聖
司
（
東
建

従
）、松
本
久
人
（
東
京
土
建
）、書

記
長
・
宮
本
英
典
（
東
建
産
）、書

記
次
長
・
堀
井
晶（
東
京
建
設
）。

スピーチに聞き入る
集会参加者

梅
雨
の
晴
れ
間
の
日
曜
日
の
午

後
、
国
会
議
員
会
館
前
で
月
例
の

戦
争
さ
せ
な
い
、
9

条
壊
す
な
総
が
か
り

行
動
が
行
な
わ
れ
、

9
0
0
人
の
市
民
が

結
集
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
の
1
0
0
0
人
委

員
会
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は
、
7
月

3
日
以
降
の
全
国
各
地
で
の
豪
雨

災
害
に
触
れ
、
気
候
変
動
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
2

排
出
で
安

倍
政
権
は
火
力
発
電
所
新
設
を
計

画
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
で
も
人

の
命
や
生
活
を
軽
視
す
る
政
策
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

国
会
か
ら

は
福
島
瑞
穂

（
社
民
）
、

田
村
智
子

（
共
産
）
、

白
眞
勲
（
立
民
）
議
員
が
連
帯
あ

い
さ
つ
を
行
な
い
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
強
行
な
ど
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
や
河
井
議
員
夫
妻
の
参
院

選
買
収
事
件
の
解
明
な
ど
の
た
め

の
国
会
開
会
を
訴
え
ま
し
た
。

辺
野
古
基
地
建
設
反
対
で
た
た

か
う
沖
縄
県
民
、
選
挙
民
へ
の
買

収
問
題
で
経
産
大
臣
を
辞
任
し
た

菅
原
一
秀
議
員
を
追
及
す
る
練
馬

の
住
民
の
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
8
月

の
集
会
な
ど
の
行
動
提
起
を
確
認

し
、
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
葛
飾
・

書
記
・
小
藤

隆
之
通
信

員
】
2
0
2

1
年
都
費
補

助
金
の
現
行

水
準
確
保
の

た
め
に
、
6

月
23
日
、
葛

飾
選
出
の
都

議
会
議
員
へ

の
要
請
行
動

を
阿
久
津
正

社
保
対
部
長

と
小
藤
隆
之

書
記
長
、
大
﨑
趣
理
社
保
対
担
当

書
記
で
行
な
い
ま
し
た
。

舟
坂
誓
生
議
員
（
自
民
）
に
は

直
接
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
場
で
賛
同
署
名
に
快
く
承
諾

い
た
だ
き
、
署
名
・
捺
印
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
米
川

大
二
郎
議
員
（
都
Ｆ
）
、
の
が
み

純
子
議
員

（
公
明
）
、

和
泉
尚
美
議

員
（
共
産
）

は
不
在
で
し

た
が
、
賛
同

の
要
請
書
を

届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
同

日
、
地
元
選
出
の
平
沢
勝
栄
衆
議

院
議
員
（
自
民
）
へ
も
国
庫
補
助

の
要
請
に
う
か
が
い
、
秘
書
へ
要

請
書
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
新
宿
・

書
記
・
角
谷

美
樹
記
】
新

宿
支
部
で

は
、
6
月
中

執
提
案
を
受

け
て
、
例
年

の
建
設
国
保

都
費
補
助
の

都
議
会
議
員

要
請
行
動

を
、
今
年
は
「
東
京
土
建
の
都
政

要
望
」
及
び
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め

て
、
都
知
事
選
挙
の
前
に
行
な
う

べ
き
、
と
の
伊
藤
委
員
長
の
声
掛

け
で
、
先
方
の
都
合
が
合
え
ば
、

急
い
で
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

6
月
25
日
古
城
将
夫
都
議
（
都

議
会
公
明
党
）
、
6
月
25
日
大
山

と
も
子
都
議
（
日
本
共
産
党
都
議

団
）
、
6
月
30
日
秋
田
一
郎
都
議

（
都
議
会
自
由
民
主
党
）
、
7
月

6
日
森
口
つ
か
さ
都
議
（
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
会
）
全
4
都
議
に
要

請
し
ま
し
た
。

古
城
都
議
か
ら
国
が
第
2
次
補

正
予
算
で
新
設
す
る
「
家
賃
支
援

給
付
金
」
に
対
し
て
東
京
都
と
し

て
独
自
に
上
乗
せ
を
行
な
う
と
い

う
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
し
た
。

大
山
都
議
か
ら
は
賛
同
署
名
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
欄
に
「
東
京
都
で
も
公

契
約
条
例
を
制
定
で
き
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
口
都
議
か

ら
は
コ
ロ
ナ
が
新
宿
で
感
染
者
が

増
え
て
い
る
件
に
つ
い
て
、
き
ち

ん
と
対
策
を
と
っ
て
営
業
さ
れ
て

い
る
お
店
に
も
影
響
が
出
て
き
て

い
る
旨
を
伺
い
ま
し
た
。

古城都議（右）に要請する
伊藤委員長

舟坂都議（右）に要請する
阿久津社保対部長

【
本
部
・
唐
澤

一
喜
記
】
7
月
12

日
、
豊
島
区
に
あ

る
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ユ
ニ
オ
ン
東
京

（
Ｃ
Ｕ
東
京
）
第

12
回
の
定
期
大
会

が
コ
ロ
ナ
対
策
で
例
年
よ
り
縮
小

し
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
木
典
男
書
記
長
、
平
山
和
雄

副
委
員
長
に
よ
る
議
案
提
案
を
全

体
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
新

し
い
委
員
長
に
は
、
東
京
土
建
本

部
で
副
委
員
長
を
つ
と
め
て
い
た

佐
藤
義
見
さ
ん
、
東
京
土
建
か
ら

は
副
委
員
長
に
唐
澤
一
喜
、
会
計

監
査
に
江
成
道
宏
さ
ん
が
就
任
し

ま
し
た
。

求

人

困
っ
た
ら
組
合
に
相
談

困
っ
た
ら
組
合
に
相
談

人
命
第
一
の
政
治
を

文
京
区
再
開
発
現
場
で
昼
宣
伝

議
員
会
館
前
で
月
例
の
行
動

ＣＵ東京大会で
佐藤新委員長

都
議
に
国
保
賛
同
署
名
求
め
る

都
議
に
国
保
賛
同
署
名
求
め
る

地元国会議員に要請書
舟坂都議も快諾

感
染
防
止
と
補
償
要
求

東
京
都
連
が
６０
回
大
会
開
く

葛
飾都

知
事
選
に
合
わ
せ
て

新宿

全
員
と
要
請
、懇
談

安
定
し
た
雇
用
を
求
め
る


